20265F6R 5

L
AR

%iﬁoﬁﬁﬁmﬁmu5u5@%btﬁmtuét ﬁ%?b»i mﬁé@kbt
RAREICHEODTULESCEREBINELNFTEA. CORHRICEZLBTESNZIBRMENSD
MEBNTLET,

(%[ BLHTHOBMIVESUNSEHETT, EHNSIETLHIBSE. ZOERCH> TRV, ) = - =5

Q : HHIRPOBRIPICERLEVEHRVWWRRLEDRB DI IN?

A RENDEBANYEFIRIBSCET. BM7UIF-—EFHTERLLSCE
HOFEA. COIFRIEIHSBTABEBORBIREZEZZHIC. NSV R
FKBRBICENRTITHESNTUNET,

M
Q : HABERMHZHIIC TBYMT7LILE—DRE | THRARTHFL<OHL? > < -

A BT UINE—IEHORAEL I TCERSYMET S ENBLLA, BRE cY \;g;:
3T THENTLEE Ao =

o Q: BYUPLILF—ERERCLPIVERRR. B<?EBSET?ESSICERN
SEEBHLWL?

g A LIEIE DBSERAMEV] ESNTVELENR Z0ENDZ < DIRFEHERD

b8 f SSEIBARBHPEESEZLFTIHSNTUEEA,

ABBHOBM 7 UILF—ERRERC b’("@“b\ﬁun(atgﬂ B, INERPLTIR, 1THETE
rEnsE. FyVvEOILE - hva—FvY - P—FEUR - YAS=ZTFvY - EZQ?@
- AN=TEILFTYVEE )V ERBDIN(TDS - 9737‘cﬁt)b\%lc_%2‘cu§§“o BT wVET
FDIVZZLTHYA—FTYVET—EVR, BORTIEAIOSAZLLHE>TVE T,

FTYVEF/I I VOFEFZLUTHROBRLEE ICEMEROR—IMLERBIEVWETETIN
TULWBRCEEHDIDTEENMNETT, BLE CK—HK) NOSRERFEHEINSBREND LD
[CLTLIZEL,

/

/ 2" oy
TLIL¥—H%
FETCHERTIEHEKER. BYM7LILE—EDDIC TPLILE—BH EF>TOVET,
HHOENEZDBONSHOARE - BWEAT ATV - BABP 7 LILE—EROET L
TOBRDBANEDNS - ABPTIIOTPHRRAN & - REPSRIZEE DENDBEE.
F—AB—ADEFICAEDET. BEOEVSEE—EICEITVEET, ES52HSEICTH

ALIEE L,

miEKER 10:00~11:30 (RE(CLBHBENRHDET)

SZER BRVUILF-Z5 BY7LUIF -2~ S>5122021)
EESERZMRE (BMT7UILF-ARE) BY7LILF—-0ZEDF51E2023) BRYT7LILF-DRERFIEEDF51E2022



	2026年6月号 (第215号)
	はじめての離乳食と食物アレルギーのこと
	　赤ちゃんとの生活が少しずつ慣れてくる4か月頃になると、そろそろ離乳食が気になってきます。保護者の方がいろいろ検索して調べていると、食物アレルギーの話を目にして、不安になってしまうことがあるかもしれません。この時期に多く寄せられる質問をいくつか紹介します。 （＊はじめての食材はひとさじから始めます。医師から指示がある場合は、その指示に従ってください。）
	Ｑ：妊娠中や授乳中に食べない方がいい食品などがありますか？
	Ａ：特定の食べ物を制限することで、食物アレルギーを予防できるということは 　　ありません。この時期はお母さん自身の栄養状態を整えるために、バランス 　　よく食べることがすすめられています。

	Ｑ：離乳食を始める前に「食物アレルギーの検査」で調べておくのがいい？　
	Ａ：食物アレルギーは事前の検査だけで正確な判断をすることが難しい為、検査 　　はすすめられていません。

	Ｑ：食物アレルギー症状を起こしやすい食品は、早く？遅らせて？どちらに食べ 　　させた方がいい？
	Ａ：以前は「遅らせた方がよい」とされていましたが、その後の多くの研究結果か 　　ら今は食べる時期を遅らせることはすすめられていません。
	　乳児期の食物アレルギー症状を起こしやすい食品は卵・乳・小麦が中心ですが、１歳をすぎた頃からは、ナッツ類(クルミ・カシューナッツ・アーモンド・マカダミアナッツ・ピスタチオ・ヘーゼルナッツなど)と魚の卵(イクラ・タラコなど)が急に増えています。特にナッツ類ではクルミそしてカシューナッツとアーモンド、魚の卵ではイクラが多くなっています。 　ナッツ類はパンやお菓子そして市販の食品などにも粉末やペーストなど見えない形で含まれていることもあるので注意が必要です。極少量（米一粒）から様子をみながら食べ進めるようにしてください。



	アレルギー相談
	　子育て支援館では毎週水曜日、食物アレルギーを中心に「アレルギー相談」を行っています。なかなか答えの見つからない不安・病院へ行くタイミング・離乳食やアレルギー症状の起こしやすい食品の具体的な進め方・外食やテイクアウト利用のこと・家族やお友達との関わり方など、お一人お一人の生活に合わせて、無理のない方法を一緒に考えていきます。どうぞお気軽にご利用ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　
	毎週水曜日　10：00～11：30（変更になる場合があります）


